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令和３年５月14日発行

電気の地産地消と自然災害対策

1．群馬の“かかあ天下”と大和ハウスの話
本日は新入会員卓話ということでお話をさせて

いただき感謝申し上げます。今日はまず私の自己
紹介、そして大和ハウスの会社の事、次に今日の
メインの話である震災、また災害に備えての太陽
光発電と蓄電池の話をさせていただきます。

私は昭和39年東京オリンピック開催の年に兵庫
県神戸市に生まれました。今も神戸には84歳の母
が一人で暮らしています。高校まで神戸でしたが
大学は群馬県の公立大学の高崎経済大学に在籍し
ました。卒業後、大和ハウスに入社、縁あって４
年間、住んでいた群馬支店に配属になりました。
ここで群馬の女性と結婚しますが、御多分にもれ
ず“かかあ天下”でございました。

ここで大和ハウスの話をさせていただきます。
弊社大和ハウスは昭和30年創業、この岩手には昭
和38年に営業所を開設いたしました。創業者が奈
良の出身ということで昔、奈良が「大和」と言わ
れていたので「大和ハウス」と会社を名付けたと
聞いています。住宅メーカーとして住宅事業の他、
集合住宅、医療介護施設・物流施設等の建設事業、
流通店舗事業、リフォーム、環境エネルギー事業
と街づくりのお役立ちとして様々な事業展開をさ
せていただいています。私は群馬に20年在籍し、
平成20年福島、平成23年札幌、そして昨年４月か
らここ岩手支社に異動となりました。また今年の
４月から青森・秋田と岩手が統合して「北東北支
社」として新しくスタートいたしました。
２．地球と太陽光と蓄電池

今日は平成30年に私が体験した北海道胆振東部
地震の時の体験から太陽光発電と蓄電池のありが
たみ、大切さを皆さんにお知らせしたいと思いま
す。

地震が発生したのは９月６日午前３時、私はマ
ンションの９階に居ました。札幌市は最大震度６
強、地震により北海道全道停電いわゆる「ブラッ
クアウト」となり、北海道すべてから灯りが消え
ました。私共の北海道の事務所も40時間停電しま
した。皆様の中にも東日本大震災の時に経験され
た方がいらっしゃると思いますが、電気がないと
水も出ない。ガスも使えない。まず普通の生活が
できません。また、停電は地震だけでなく、近年
には台風、豪雨災害等により全国で発生していま
す。停電が長く続くと情報収集が出来ない。冷蔵
庫の中の食品が傷んでしまう。照明器具が使えな
いので家の中が暗い。また当然のように携帯電話
の充電ができない。冷暖房も使えず生活が成り立
ちません。

先月４月22日菅総理は地球温暖化対策推進本部
の会合で2030年に向けた温室効果ガスの削減目標
について2013年度に比べて46%削減する事を目指
すと表明し、さらに50%の高みに向けて挑戦する
と述べられました。さらに省エネ、再エネを中心
に大胆に対策を行っていきたい。まずは再エネを
優先して行きたいと語っておられました。
３．災害に強く環境にやさしい「スマートハウス」
とは
2009年開始の固定価格買取制度によって太陽光

新入会員卓話

大和ハウス工業㈱北東北支社　支社長（青森・秋田・岩手統括）

三原 康展 君

1



例 会 報 告

第29回例会
令和３年5月7日㈮

場所：ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング

　12時30分　開会点鐘
・司　会　米内正会長
・国歌　君が代
・ロータリーソング（奉仕の理想）
・会長報告　米内正会長

・入会祝　小川惇・金沢滋・
　　　　　三原康展君
・誕生祝　吉田幸一・田中堯史・
　　　　　西島光茂・杉山雅和君
・結婚祝　田中堯史・白石茂・
　　　　　菅原浩幸・鈴木恵子君
・幹事報告　大平騰一幹事
・終了後理事会開催
・委員会報告

【ニコニコBOX】
◆藤村吉隆君…5月1日に他界した父藤

村義郎に対し、生前皆様から頂戴し
ましたご厚誼に故人に代わりまして
心より御礼申し上げます。
◆小川惇君…入会記念をいただきまし
た。いつの間にか45年がたちました。
人生の約半分にあたるロータリーラ
イフです。
◆米内正君…大和ハウス工業の三原康
展さんより「電気の地産地消と自然
災害対策」と題する卓話を頂戴いた
しました。感謝を込めてニコニコし
ます。

発電システムを設置した家庭の余剰電力が固定価
格で買い取られていました。しかし10年間の買取
保証期間が2019年より順次満了になっています。
その為これからのエネルギー市場は余剰電力を売
るのではなく蓄電池を活用して自家消費すること
が増えてくると考えられています。「スマートハウ
ス」つまり、これからは災害対策として発電装置
や蓄電装置そして省エネ家電を使うことによって
災害に強い家にする。そして結果、環境にやさし
い地球を私達が守り、我々の子孫を守ることにつ
ながると思います。

家庭用のリチウムイオン蓄電池が採用されるよ
うになったのはまだ10年くらい前からです。北海
道でも地震前はこのセットを採用いただいたの
は、地震前の３割くらいから地震後は約７割の方
に採用いただいています。この岩手でも大和ハウ
スで家を建てていただいている方の７割くらいが
利用していただいています。大和ハウスのCM、
テレビコマーシャルは今、松坂桃李さんに出てい
ただいていますがそのキャッチフレーズが「電気
を自給自足する家」。これからは自分の使う電気
は自分で作る時代です。いつ災害、台風、地震が
発生するかわかりません。自分の生活、家族の生

活を守る為にも、皆さんがこれから新しく家を建
てる、リフォームする場合、「太陽光発電＆蓄電池」
をご検討いただきたいです。今はほとんどの住宅
各社が取り扱っています。大和ハウスだけがおす
すめしているわけではありません。是非今後地球
を守る為、SDGｓに基づいた持続可能な社会の実
現に向け、脱炭素化による地球温暖化対策を皆さ
んで取り組んでいきましょう。

プログラムのお知らせ
・５月14日㈮　ゲスト卓話　右京昌久様（盛岡いのちの電話 理事長）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「盛岡いのちの電話の活動」

　　　21日㈮　新入会員卓話　晴山和泰会員
　　　　　　　青少年育成団体支援金贈呈式

　　　28日㈮　新入会員卓話　長沼博会員

・６月４日㈮　新入会員卓話　杉山雅和会員

　　　11日㈮　第4回クラブアッセンブリー
●本号編集担当／金沢　滋
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